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熱電材料の評価で頻繁に測定されるゼーベック係数に対し、熱流の測定を要するペルチェ効果

を測定することは稀である。多くの場合、正確に求められるゼーベック係数を計測し、相反関係

からペルチェ効果を求める。しかし、各国の研究機関で計測したゼーベック係数値の間に乖離が

あることが報告されるなど[1]、その正確な測定の必要性は繰り返し主張されてきた。そこで、本

研究では、ゼーベック係数の測定精度を検証することを目的に、ペルチェ係数を独立に測定する

手法を考案した。本手法は、導体内部の発熱や伝熱の熱収支に基づくため、相反関係に頼らずに

ペルチェ係数を求めることが可能である。また、従来のペルチェ係数の直接測定法[2,3]と異なり、

熱物性値や寸法値およびガードヒータ等の熱流計測機構を必要としない利点がある。まず、図 1(a)

に示すように、金属の細線で熱浴と熱的にリンクした導体の 3 箇所に温度計を設置する。次に、

熱浴の温度と試料の温度が等しくなるのを待ってから、実効値の等しい dc および ac 電流 I (A)を

導体に交互に加え、ペルチェ効果により生じた試料両端（x = 0, L）の温度差ΔTdc (K)（図 1 (b)）

とジュール効果により生じた試料中央（x = L/2）の温度上昇ΔTac (K)（図 1(c)）をそれらの温度計

で計測する。このときペルチェ係数π（厳密には相対値）は ( ) ( )dc ac8RI T Tπ = ∆ ∆ と表されるので、

あらかじめ試料の電気抵抗値 R(Ω)を測定しておけば、単一の計測系でペルチェ係数を求めること

ができるようになる。当日は n 型ビスマス・テルル半導体試料のペルチェ係数の測定結果やゼー

ベック係数との比較結果も報告する予定である。 
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Fig. 1. (a) Schematic of the measurement configuration for the Peltier coefficient measurement. Ac and dc 

current are alternatively applied to the sample suspended by two wires. (b) Simulated temperature profile 

caused by the Peltier effect and (c) temperature profile caused by the Joule effect.  
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